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１．研究計画の概要 
世界的にみても水環境の水質保全技術・管
理が最も進んでいる我が国の沿岸環境にお
いて，病原性細菌・ウィルス汚染による人間
への感染・発症のリスクは，それほど低くな
いことが報告され始めてきている。真に安心
して生活できる沿岸都市を構築するために
は，食品・飲料水の検査等とは異なる視点か
らも，沿岸環境における細菌学的調査による
実態把握ならびに汚染源を追跡できる手法
の開発が強く望まれる。本研究では，沿岸都
市域のモデルエリアとして，日向灘に面する
宮崎県宮崎市周辺水域を対象とし，河川・河
口・沿岸域のふん便性大腸菌と腸球菌を経年
モニタリングして動態・消長に関する情報・
知見を蓄積するとともに，先端的分子生物学
的解析法であるパルスフィールド電気泳動
法（PFGE 法）を水環境に応用して，沿岸都
市における細菌汚染源の追跡手法を開発す
る。 
 
２．研究の進捗状況 
（１）汚染状況の把握 
 人畜のふん便性汚染指標である腸球菌に
着目し，腸球菌の計数に現在広く用いられて
いる複数の選択培地について，コロニー数と
菌種の同定から評価し，沿岸海水を対象とし
た適切な腸球菌計数法を確立した。その計数
法によって，宮崎県宮崎市の海浜レクレーシ
ョンエリアにおいて，2007～2009 年にわた
ってふん便細菌汚染の実態調査を継続して
実施した。データや情報の極めて乏しかった
細菌数の季節的変化や変動要因についての
情報・知見を獲得した。 
 

（２）PFGE 法の解析 
最終年度（平成 22 年度）の汚染源追跡の

前段階的研究として，沿岸水から単離・同定
したふん便指標細菌である腸球菌種につい
て，PFGE 法による遺伝子型の解析について
試み，解析に必要とされる諸条件を設定した。
そして，PFGE 法による遺伝子型の解析によ
って，各試料の E. faecium の特徴付けができ
た。この特徴を解析することによって，腸球
菌を用いて汚染源追跡が可能であることを
明らかにしている。 

 
３．現在までの達成度 
②おおむね順調に進展している。 
（理由） 
モデルアリアとした宮崎市沿岸域のふん便
細菌汚染状況を把握することができ，一部の
情報は学会発表で公表した。 
 また，PFGE 法を水環境の細菌汚染源の追
跡手法として利用可能であることを示した。
この成果は国内外において先駆的な研究に
位置づけられる。 
 
４．今後の研究の推進方策 
 最終年度の 2010 年も，継続してふん便細
菌汚染の実態調査を実施する。特に河口域の
塩分影響とふん便細菌の菌種構成の変化も
検討する。さらに，PFGE 法を用いて，複数
の河川と海水浴場から単離した多数の腸球
菌の菌株の遺伝子解析を行い，ふん便汚染源
を特定する。 
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